
婦人科

検診

放射線

検査

検査項⽬ ⽉経中 授乳中妊娠中
（可能性含）

• 腹圧による流早産の可能性を考慮

• 四肢の圧迫により⾎圧が⼤きく上昇  
  することがあるため安全性を考慮

• 妊娠中では、検査に使⽤する薬品の  
  胎児への影響の可能性あり 

• 授乳中では、局所麻酔薬の母乳移⾏
  は心配ありませんが、鎮静剤を使⽤
  した場合は2⽇間の断乳が必要です

• 妊娠、授乳中の代謝状況は通常時   
  から変化しているため、解析対象外

• ⽉経中では経⾎の混入などにより 検査　
  精度がさがるため

• 妊娠中は妊婦健診にて主治医で実施
  されており、安全⾯への配慮からも
  ⼀般的な検診では対象外です

• 妊娠中では放射線の胎児への影響の  
  可能性を考慮

• バリウム検査後の下剤は母乳に影響  
  ありません

• マンモグラフィは授乳中では乳腺の      
  発達により異常陰影がわかりにくい
  ため卒乳後6ヶ⽉以内まで不適です

• 経⾎の混入により異常が出やすいため尿検査

血圧脈波検査

肺機能検査

胃内視鏡検査

アミノインデックス

子宮がん検診

経膣エコー

胸部Ｘ線検査

⾻密度検査

胃部Ｘ線検査

（バリウム）

⽉経中、妊娠中（可能性含む）、授乳中の方は受ける

ことができない検査があります。

必ずご確認の上、事前に病院までご連絡ください。
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CT検査

マンモグラフィ

○   受けることができません受けることができます

⽉経中、妊娠中、授乳中の検査について
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